
  

 

 

■実施概要 

●開催日時 9 月 4 日(日)13:30~16:30 

●開催場所 三原市総合保健福祉センター サン・シープラザ 

●実施内容 地域内の様々なプレイヤーが対話・協働し、2030 年排出半減に向けてまちづくりの
推進を疑似体験するロールプレイングゲーム型の未来体験プログラム「脱炭素まちづ
くり【PLAY!】」を中心に、【BASIC】【DESIGN】の一部を盛り込んで実施 

▼公式 web サイト 
https://issueplusdesign.jp/climatechange/college/about/ 

●対象者 一般公募の参加者（定員 16 人） 

●共催 NPO 法人イシュープラスデザイン 

●主催 サステナブルみはら 

■実施実績 

●参加者数 17 人、16 プレイヤー（小学 1 年生が保護者とプレイ参加） 
三原市内 7 人、広島県内 5 人、広島県外 5 人 

●運営スタッフ 3 人 （ファシリテーター:安藤志保） 

●アンケート回答 16 人 

●全体評価 平均 4.5 点（満点 5 点） 

■アンケート結果 

1．内容はいかがでしたか?（5 段階評価） 

 

 
 

 

 

 

終了レポート 2022.9.13 サステナブルみはら 

SDGs ワークショップ in 三原 脱炭素まちづくり PLAY! 

【評価 3 の方の理由】 
ゲームとしては、目標に向かってみんなで協力して、楽しめまし
た。ただ、私がみんなとのコミュニケーションが十分でなかったか
らか、全体でどのようなプロジェクトが実行されてそのような結
果になったのかがよくわからず、グループで話したときに他の人
のプロジェクト内容も聞いておけばよかったと思いました。 

【評価 5 の方の理由】 
 どこか他人事だった気候変動について、考える時間ができた 
 自分自身の私生活で排出されている CO2 の量を確認す

ることができ、気をつけなければならないポイントが明確にな
った 

 ニュースなどがあって、リアルな危機感を感じることができた 
 ゲームの面白さとゲームから得られる気づきの多さ 
 脱炭素社会の実現に必要なステップを、グループで擬似体

験し、考え等を共有できた 
 多くの事案が連携しているが、基本的には一人一人の意

識改革から始まることを再認識しました 

評価ポイント 

人
数 

平均   4.5 ポイント 
4+5 の割合 93.8% 

 
温暖化防止活動推進員、 

SDGs ファシリテーター 
のみなさんからも 

高評価いただきました 



 

 

    

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施効果 

 

 

 

 

 

 

サステナブルみはら 

でんわ    090-5265-3855 
メール   sustainablemihara@gmail.com 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://sando58.wixsite.com/sustainablemihara 

２．参加前と比較して、現在のあなたは地球温暖化や気候
危機という社会問題について、どの程度、理解されていますか? 

３．参加前と比較して、現在のあなたは、気候危機や脱炭
素の基礎知識を習得できたと思いますか? 

４．参加前と比較して、現在のあなたは、CO2 などの温室効
果ガス削減のために必要な行動について、どの程度、理解され
ていますか? 

５．参加前と比較して、現在のあなたは、CO2 などの温室
効果ガス削減のための行動を、どの程度、実施しようとしてい
ますか? 

評価ポイント 

人
数 

評価ポイント 

人
数 

評価ポイント 

人
数 

評価ポイント 

人
数 

平均   3.8 ポイント 
4+5 の割合 62.5% 

平均   3.6 ポイント 
4+5 の割合 56.3% 

平均   3.5 ポイント 
4+5 の割合 50.0% 

平均   4.1 ポイント 
4+5 の割合 87.5% 

【質問 2～5 の合計が 20 ポイントの方の感想】 
ワークショップに参加したのは今回が初めてでした。どんな学びが得られるかという楽しみと、話についていかれるかという不安の中で

参加しましたが、わかりやすい説明や初心者でも楽しく参加できるゲームを行うことで、非常に多くの知識を得られたと思います。 ま
た、参加者は意識の高い人ばかりだったので、非常に刺激的ないい経験ができたと思います。 

【提案】 
 参加者同士のつながりができないか 
 一般人が日常生活で実行できることがもっと知れると良い。最後

の個人の CO2 排出量がわかったのは、生活を見直せてよかった 
 同一メンバーで月 1 程度で、今回知った様々な温暖化の原因と

なる事柄についてのセミナーがあるとより深まる 
 スペシャルプロジェクトの全内容が知れると良い 
 防災と一緒で、子供の時からレベルに合った教育が必要 

【感想】 
 脱炭素に向けた行動を少しでも行なっていきたいと思

いました。一人一人の行動の変化、意識をもつことで
大きな力になると思います 

 近年の災害頻発を中心に温暖化が日常生活に直接
影響を及ぼしている中、自身でできることは限られるも
のの、ワークショップで得たことを一つずつ取り組みたい 

 事業をしている人や起業したい人に良いゲーム 

          概ね高評価をいただきました。「参加前と比較」のアンケートでは、すでに問題意識を持っていた場合、変化
があまり大きくなかった方もおられましたが、全体的に知識がある方にもインパクトがあり、初めての方には大きな効果が見ら
れました。行動変容に関する【質問 5】では、4 と 5 を選択した人が 87.5％を占め、行動変容を促す効果が見られます。
ワークショップ最後のチェックアウトタイムでは、「脱炭素は 1 人ではできないことが腑に落ちた」など多くの感想がありました。 


